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　令和７年度が始まってもう１か月もたちました。北

秋田市の皆さまは元気にお過ごししていますでしょう

か。昨年度の冬は、ここ近年になかったほど久々に大

雪が降り、スキーには最適でしたが、日常生活には大

きな被害があちらこちらにあったと思います。何年も

本市に暮らしてきたＡＬＴからも、大変だったという

声が上がりました。私も、15年間ここに住んでいる

わけですが、「雪」を理由とした市内学校の臨時休業

になることを初めて経験しました。出身のアメリカで

は、いくら雪の多い地方でも大雪で学校休業日によく

なりますので、ちょっと懐かしい気分？（向こうは、

休業になった日数分だけ夏休みの初日が遅れるという

仕組み）

　しかし、どのような大変な冬があっても、それを乗

り越えれば春が待っています。スコップを握りながら

の緊張感が雪とともにとけ、活動力が花とともに咲き

ます。そのような気持ちで、鷹巣にある職場の隣にあ

る児童公園でホッとした気分で今年の花見をしました。

市の皆さまは、

今年は桜を美し

く見られたで

しょうか？

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

17
日（
月
）　
▽
秋
田
内
陸
線
の
持
続
的
運
行
に
係
る

　
　
　
　
　
　
基
本
合
意
書
締
結
式（
阿
仁
合
駅
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

19
日（
水
）　
▽
農
業
委
員
会
意
見
書
提
出（
本
庁
舎
）

21
日（
金
）　
▽
大
館
北
鹿
建
設
技
能
組
合
連
合
会
第
68
回
定
期
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

22
日（
土
）　
▽
も
ち
っ
こ
市（
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
）

24
日（
月
）　
▽
防
災
士
資
格
取
得
報
告（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
　
▽
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈
式（
本
庁
舎
）

25
日（
火
）　
▽
Ｊ
Ａ
秋
田
た
か
の
す
臨
時
総
代
会（
文
化
会
館
）

26
日（
水
）　
▽
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
第
10
回
通
常
総
代
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

27
日（
木
）　
▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社 

取
締
役
会（
阿
仁
庁
舎
）

28
日（
金
）　
▽
派
遣
職
員
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
　
▽
内
陸
線
再
生
支
援
室
併
任
職
員
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

８
日（
火
）　
▽
初
登
庁
及
び
市
長
年
度
始
め
訓
示（
本
庁
舎
）

９
日（
水
）　
▽
北
秋
田
市
交
通
安
全
母
の
会
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

10
日（
木
）　
▽
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）

11
日（
金
）　
▽
臨
時
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
　
※
令
和
７
年
３
月
30
日
か
ら
４
月
６
日
ま
で
の
期
間
は
、市
長
職
務
代
理
者
と
し
て

　
　
　
　
　
　
副
市
長
が
公
務
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 
３
月
16
日 

〜 

４
月
15
日

ホッとした花見

▲市長年度始めの訓示

　　　　　　　　　▲初登庁の様子

▲内陸線基本合意書締結式の様子

　
市
長
選
挙
後
、
初
登
庁
と
な
る
４
月
８
日
、

本
庁
舎
で
は
幹
部
職
員
を
前
に
、
津
谷
市

長
が
年
度
始
め
の
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に「
本
市
の
最
大
の
課
題
は
、『
少

子
高
齢
化
』
と
『
人
口
減
少
』
で
あ
り
、
こ

の
流
れ
を
食
い
止
め
る
の
は
容
易
で
は
な

い
が
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
防
災
な
ど
、

必
ず
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
取
組

を
一
層
強
化
し
、『
市
民
が
よ
り
豊
か
に
、

よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
』『
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
』『
子
ど
も
た
ち
が

誇
り
を
持
っ
て
自
慢
で
き
る
ま
ち
』
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。
さ
ら
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
『
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
』

を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
創
る
た
め
に
、
行

政
が
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
う
姿
勢
、
そ

し
て
施
策
を
実
行
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
が
、

今
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
る
。
こ
の
た
び
の

選
挙
で
は
、『
人
が
集
ま
る
！
活
気
あ
ふ

れ
る
北
秋
田

市
づ
く
り
』

を
大
き
な
柱

と
し
て
掲
げ
、

８
つ
の
重
点

項
目
を
示
し

た
。
そ
の
中

に
は
実
現
が

困
難
な
も
の

も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、

最
初
か
ら
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ
ら
れ
て
も
、
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

選
挙
期
間
中
に
は
、
市
民
の
皆
様
と
色
々

な
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
中
で
皆

さ
ん
が
積
み
重
ね
て
き
た
素
晴
ら
し
い
施

策
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
、
こ
れ
は
今
後
、
私
た
ち
が
し
っ
か
り

と
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
だ
と
思
う
。

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
、
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
人
も
子
ど
も
も
『
北

秋
田
市
が
ど
ん
な
方
向
に
進
ん
で
い
る
の

か
』『
自
分
た
ち
の
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
』
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

結
果
『
北
秋
田
市
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
』『
こ
れ
は
自
慢
で

き
る
』
な
ど
、
そ
う
感
じ
て
く
れ
る
人
が
増

え
て
い
く
と
信
じ
て
い
る
。
そ
う
い
う
方
々

が
、
将
来
、
北
秋
田
市
で
『
一
緒
に
暮
ら
そ

う
』『
一
緒
に
仕
事
を
し
よ
う
』
そ
う
い
う

応
援
団
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
、
そ
う
し

た
未
来
を
見
据
え
、
次
の
世
代
が
北
秋
田

市
を
し
っ
か
り
と
築
い
て
い
く
た
め
の
大
切

な
役
割
を
、
皆
さ
ん
が
担
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
、
次
の
世
代
が

『
北
秋
田
市
を
自
慢
と
誇
り
に
思
え
る
ま

ち
』
に
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
柔
軟

性
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

な
ど
と
新
年
度
へ
の
強
い
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

次
の
世
代
が

「
北
秋
田
市
を
自
慢
と
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
」
に

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

  

津
谷
市
長 

年
度
始
め
の
訓
示

年度始め

令和7年度

災防災かわら版
第28回 風水害から命を守る避難の判断

　　総務課危機管理係 ☎62‐6602問

自
宅
や
自
分
の
い
る
場
所
が
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や

浸
水
想
定
区
域
に
位
置
し
て
い
る

　

※

防
災
マ
ッ
プ
上
で
色
が
付
い
て
い
る
場
所
に
あ
る
。

建
物
が
頑
丈
で

２
階
な
ど
高
い

場
所
が
あ
る

防
災
マ
ッ
プ
の
浸
水
予
想
の

深
さ
か
ら
考
え
て
、
２
階
以
上

へ
の
避
難
で
安
全
確
保
で
き
る

頑丈な建物の
２階以上に避難

安全な場所
（知人宅・避難
 所等）へ避難

上の階など危険
の少ない部屋に
避難する

垂直避難

水平避難

屋内待機

※色が付いていない所でも災害は起きます。低い土地や崖のそばに住む方は避難情報を参考に早めの避難を！

は い

いいえ

いいえ

いいえ

　大雨や台風、河川の増水など風水害が迫ったときに避難をするか迷う場合があります。
　風水害の接近は気象情報から予測ができるので、自宅や職場などよくいる場所を防災
マップなどで確認して避難の必要性を判断し、計画しておくことが大事です。
　防災マップは市役所本庁舎／各総合窓口センターで配布しています。

は いは い

Web防災マップ


